
　当協会では、国土交通省滋賀国道事務所からの依頼

により、国道 8号米原バイパス事業に伴う松原内湖遺

跡の発掘調査を平成24年度から実施しています。これ

までに、約17,680㎡の発掘調査を実施し、縄文時代か

ら近世にかけての多くの発見がありました。

　彦根市北部に広がる、かつて琵琶湖の内湖であった

旧松原内湖と旧入江内湖は、戦中から戦後にかけて農

地として干拓されましたが、現在は宅地化が進んでい

ます。松原内湖遺跡は、その旧松原内湖と佐和山丘陵

が接する低地周辺に立地しています。さらに、丘陵東

側には、明治26年の地形図では松原内湖につながる湿

地が広がっており、かつては松原内湖が麓近くにまで

およんでいたと考えられます。

　当遺跡では、これまでに滋賀県東北部

浄化センターの建設･増設事業や国道8号

米原バイパス事業に伴う発掘調査で、縄

文時代の丸木舟をはじめ、弥生時代～中

世、近世彦根藩の火薬庫跡など、多くの

遺構・遺物が見つかっています。これは、

長期にわたりこの場所で人間の生活が営

まれていたことの証といえます。

　国道8号米原バイパス事業予定地を対

象とした発掘調査範囲は、現在の地形に

より、北から南北にのびる丘陵部、旧松

原内湖の汀線にあたる谷部、佐和山丘陵

の麓にあたる低地部に大きく分けられま

す(図2･3)。今年度でほとんどの発掘調

査が終了することになります。

・古墳時代の横穴式石室と平安時代の蔵骨器（平成27年度調査）
　横穴式石室は、斜面の岩盤を掘り込み、人頭大以上の角礫を積み上げて造られ(幅2.0ｍ前後、奥行
3.5ｍ前後)、南側に入口を設けています。石室の床には拳大の礫を敷き詰め、最奥部は一段高くなって
いました。石室内からは、副葬品の須恵器の坏類と提瓶（古墳時代後期：6世紀後半）が出土しました。
　平安時代の長頸壺を転用した蔵骨器は、横穴式石室に隣接して見つかり、尾根に壺より一回り大きい
穴を掘って埋めていました。近接地における以前の発掘調査でも江戸時代の蔵骨器が見つかっていて、
この一帯は長く埋葬地として認識されていたと想像できます。
・戦国時代の堀切と竪堀（平成26年度調査）
　検出した堀切と竪堀は、南北方向の尾根を分断するように掘削されています。構造や立地・文献史料
などから検討すると、織田信長が元亀元年(1570)に佐和山城に籠る浅井氏家臣である磯野員昌を包囲し
た際に築いた「鹿垣」の一部となる可能性が高く、その様相の一部が発掘調査によって判明しました。

・縄文時代の集石土坑（平成25年度調査）
　直径1.0ｍ前後の穴に、拳大以下の角礫(チャート主体)が詰め込まれていました。角礫の間には炭片が
あり、また穴の一部が赤く変色していることから、穴の中で木材を燃やしたようです。この遺構は縄文
時代早期末～前期初頭の集石土坑と考えられ、南洋諸島の民族事例から石蒸し料理の跡と考えられます。

・古代から中世にかけての集落（平成24・26～28年度調査）
　奈良時代～平安時代の掘立柱建物や鎌倉時代～室町時代の掘立柱建物･溝･井戸などが見つかり、これ
らの時期に集落が営まれていたと考えられます。中世の遺物には、陶磁器などほかに、巻数板や卒塔婆
・下駄などの木製品もあります。特に土坑から出土した巻数板は、絵馬に似た形状の板で、墨書で一年
間の無病息災を祈る願文が書かれています。これにより、現在も正月行事として残る勧請吊りと呼ばれ
る道切り行事(正月に集落の豊穣と安穏を祈願し、神社の入り口や集落の入り口の道を横切って大木に縄
を吊す行事)が、鎌倉時代末～南北朝時代にまで遡る可能性を指摘できます。
・縄文時代の土器と石器（平成26～28年度調査）
　中世の集落の整地土層から、縄文時代早期・前期・晩期の土器や石器(磨石･石皿･石錘･石匙など)が出
土しました。この時期の遺構は明確ではありませんが、まとまった遺物量があることや摩滅をあまり受
けていない状況から、この一帯に縄文時代の集落があったことがわかります。
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　今回の発掘調査では中世の集落の続きを確認しましたが、集落の中心域ではなかったため、遺構密度
や遺物の出土量はこれまでと比べて少ないものでした。なお、この中世の集落は、谷地形の中央を流れ
る幅約10ｍの川が土砂で埋まった土地を、平坦に整地してつくられていました。川の土砂が完全に埋ま
った時期は、土砂に含まれていた土器から奈良時代と考えられます。

　以上のように、5年にわたる発掘調査によって、縄文時代から中世にかけて人々が活動した痕跡が見
つかりました。連綿と内湖の縁辺部に人々が生活を営んだ背景には、山と湖の産物を得やすかったこと
や、港として有効であったこと、さらに、地形的に東・西・北の三方が山に囲まれ、南に開き風を避け、
日照に適していたことなどが考えられます。また、以前よりこの地点から北西へ抜ける山越の道が想定
され、この集落が陸路(東山道・中山道)と湖路をつないでいた可能性も指摘できます。松原内湖遺跡の
発掘調査では、このように地域の歴史を知るうえで重要な情報を数多く得ることができました。
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